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芽室町教育委員会 



会 議 録 

 

平成 30 年８月 27 日第７回芽室町教育委員会会議を芽室町中央公民館２階図

書資料室で開催した。 

 

○開会時間   １５時００分 

 

○閉会時間   １６時１５分 

 

 

○出席委員   教育長職務代理者          西 村 嘉 博 

委員                山 口 祥 子 

委員                田 口 聡 明 

委員                土 屋 直 道 

 

○欠席委員   なし 

 

○出席職員   教育長               武 田 孝 憲 

学校教育課長            松 浦 智 幸 

社会教育課長            日 下 勝 祐 

給食センター長           土 田 雅 敏 

図書館長兼図書館係長        藤 澤 英 樹 

学校教育課総務係長         中 田 雅 彦 

学校教育課学校教育係長       一 色 真由美 

社会教育課社会教育係長       大 石 秀 人 

 



日程第１ 会議録署名委員の指名 

日程第２ 前会議録の承認 

日程第３ 教育長の報告 

日程第４ 報告第１５号 就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件 

日程第５ 報告第１６号 生活保護基準の見直しに伴う就学援助認定の取扱い

の件 

日程第６ 報告第１７号 北海道十勝スカイアーススポーツ株式会社と芽室町

ならびに芽室町教育委員会の包括的連携協定書締結

の件 

日程第７ 議案第１６号 平成３１年度使用小学校用教科書用図書採択の件 

日程第８ 議案第１７号 平成３１年度使用中学校用教科書用図書採択の件 

日程第９ 議案第１８号 平成３１年度使用教科書用図書のうち学校教育法附

則第９条に規定する教科書用図書採択の件 

日程第１０議案第１９号 平成３０年度全国学力・学習状況調査「北海道版結

果報告書」への市町村別結果掲載の件（非公開） 

日程第１１議案第２０号 平成３０年度芽室町一般会計教育費補正予算の議案

に対する意見申し出の件（非公開） 

 

 

◎日程第 1「会議録署名委員の指名」 

○武田教育長 本日の委員会の出席は全員の 5名であります。 

   教育長及び在任の過半数が出席しておりますので、本日の委員会は有

効に成立をしております。 

   それでは、第７回教育委員会会議を開会いたします。 

   早速議事に入りたいと思います。本日の議事日程につきましては、お

手元に配付のとおりでございます。 

   日程第 1「会議録署名委員の指名」についてであります。本日の会議録

署名委員に、田口聡明委員を指名いたします。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

◎日程第 2「前会議録の承認」 

○武田教育長 次に、日程第 2「前会議録の承認」でありますけれども、別紙

議事録のとおりで御異議ありませんでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、前会議録については承認をいたします。 

 

◎日程第 3「教育長の報告」 



○武田教育長 次に、日程第 3「教育長の報告」についてであります。 

   私からは 2 点、報告をさせていただきます。お手元に各課の所管事業

について資料を配付しておりますけれども、7 月 26 日開催の第 2 回公立

高等学校配置計画地域別検討協議会に出席しましたので、その概要につ

いて報告をいたします。 

   4 月に開催した第 1回地域別検討協議会のあと、5月 1日現在の中卒者

等の状況や、協議会で出された意見等を踏まえた中で作成した配置計画

案と今後の見通しについて説明が行われました。 

   平成 31年度から平成 32年度までの高校配置計画を策定するとともに、

平成 33 年度から 36 年度までの見通しを示すものであります。本道の中

卒者数は総じて減少傾向にあるということで、新たな高校教育に関する

指針に基づいて、中卒者数の増減に適切に対応し、教育の水準の維持向

上などを図る観点から地域の実情、私立高校の配置状況等を考慮しなが

ら定員の調整や再編整備を行うものとしております。 

   配置計画案でありますけれども、十勝学区に関する概要について説明

をいたします。平成 31 年度から 32 年度の全日制過程において、再編整

備として平成 31 年度に私立江陵高校が募集停止となることから、幕別町

内の地域要望等を考慮し、幕別高校を募集停止し、募集学級数 3 学級の

普通科学科の新設等設置することとしております。校舎については、私

立江陵高校の校舎を使用するというものであります。 

   また、平成 33 年度高校配置計画の全日制過程でありますけれども、各

学区ごとに充足者数を基礎として、生徒の進路動向や学校・学科の配置

状況、各学校の在籍状況などを総合的に勘案した中では、道内全体で 15

校で 17 学級の学級減を行う計画であり、十勝学区においては帯広柏葉高

校で 7学級から 6学級に 1学級減の計画とされております。 

   なお、平成 34 年度から 37 年度の 4 年間で 1 から 2 学級相当の調整が

必要とされているものであります。 

   今後の協議会の意見を踏まえた中で、9月に最終決定した計画が道教委

から示されることになっております。 

   次に、第12地区の教科書採択教育委員会協議会についてでありますが、

8 月 3 日の第 6 回協議会におきまして、平成 31 年度から使用する中学校

における新たな道徳の教科書が決定しましたので、これを含めまして平

成 31年度使用の小学校中学校学校教育法附則第 9条の教科書用図書採択

について、今回議案として提案しておりますので、御審議のほどよろし

くお願いしたいと思います。 

   私からは以上であります。 

   続きまして、学校教育課所管事業、社会教育課所管などで報告があれ



ばお願いをいたします。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 学校教育課所管事業の中で何点か御報告をさせていた

だきます。 

   最初に、7月 25 日から 7月 31 日、土日を除きます 5日間、中学生のた

めの寺子屋めむろを夏季休業期間中に中央公民館 2 階研修室で実施をし

ております。申し込みをいただきました 16 人の生徒、延べ 60 人がこの 5

日間に参加をいただいております。 

   続きまして、8 月 2日ですけれども、死亡叙位・叙勲の伝達を実施をい

たしております。元上美生小学校長でありました鈴木國夫様に教育長室

で奥様に伝達をしてございます。 

   8 月 7 日ですけれども、全国中学校体育大会出場挨拶ということで、芽

中の陸上部のお二人と、西中の柔道部お一人が大会出場のために教育長

に挨拶にお越しになっております。 

   8 月 8 日ですけれども、高齢者叙勲伝達ということで、元西小学校校長

でありました廣保善信様に高齢者叙勲の伝達を北広島市において、御自

宅で伝達をしております。 

   次のページですけれども、最後に 8月 24 日全道大会に出場されます中

学生が挨拶来庁いただいております。この 9 月の土日に行われます吹奏

楽と陸上のジュニアオリンピックの陸上大会に、それぞれ全道大会出場

ということで挨拶にお見えになっております。 

   学校教育課については以上です。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 社会教育課所管事業について、御説明いたします。 

   7 月 26 日から 30 日、岐阜県の揖斐川町ほかで少年少女研修を実施して

ございます。小学校五、六年の児童 14 人が参加してございます。 

   また、26 日から 31 日までの間に、寺子屋めむろ小学生版を実施してご

ざいます。小学校 3年生から 6年生まで 87 名が参加してございます。 

   8 月 2 日、3 日でありますけれども、集団研修施設かっこうにおいて、

わんぱくキャンプを実施し、小学校 1年生から 6年生まで 41 名の児童が

参加をしてございます。 

   次のページに進みまして、8 月 23 日です。北海道十勝スカイアースス

ポーツ株式会社と芽室町、並びに芽室町教育委員会の包括的連携協定提

携式が行われました。後ほど報告第 17 号でその内容について御説明させ

ていただきます。 

   また、25、26 日第 31 回発祥の地杯全国ゲートボール大会        

が開催されてございます。72 チーム 420 人の参加でございました。 



   以上であります。 

○武田教育長 ただいまの報告に関して、何か委員のほうで質問等ございま

すでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 ないということでありますので、報告のほうを終わりたいと

思います。 

 

◎日程第 4「報告第 15 号就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件」 

○武田教育長 それでは、議件に入らせていただきます。日程第 4「報告第

15 号就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件について説明を求めま

す。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 4「報告第 15 号就学困難な児童生徒に係る就学

援助認定の件」について、御報告をさせていただきます。 

 学校教育法第 19 条に規定する経済的理由によって、就学困難と認めら

れる児童生徒の保護者に対し、要保護及び準要保護児童生徒認定要領に

基づき、必要な援助を行うこととしたので御報告をさせていただきます。 

 議案の1ページをお開き願います。平成30年度8月分といたしまして、

申請世帯が 4 世帯。そのうち、これは差し引きがございまして、廃止世

帯が 2世帯、8月中にございましたので、実際には 4世帯全部認定はして

いるのですけれども、この差し引き、廃止になるのを差し引きまして認

定世帯が 2 となっております。準要保護世帯が 2 世帯。内訳といたしま

しては、経済的困窮世帯が 2世帯と、町民税非課税世帯、この 2世帯、4

世帯から申請があって、全てこの 4 世帯は認定になっておりますけれど

も、児童扶養手当受給世帯から外れる世帯が 2 世帯ございまして、御結

婚等によりまして 2 世帯が減となって差し引き 2 世帯の認定となってお

ります。 

 その下に、8月分としての準要保護認定者数につきまして、学校ごとの

表になっている一覧でございます。 

 2 ページが 8 月 13 日現在の総括表となっておりまして、申請世帯につ

きましては 210 世帯、認定世帯については 178 世帯。内訳は要保護世帯

が 5世帯、準要保護世帯が 173 世帯で、173 世帯の内訳は記載のとおりで

ございます。 

 なお、先月よりも廃止世帯が 2世帯増えて 3世帯となっております。 

 準要保護の児童生徒数につきましては、認定者数については表のとお

りでございまして、小学校で 160 人、中学校で 103 人、合わせて 263 人

の児童生徒が認定となっております。 



 なお要保護、一番下の欄については先月と変わっておりません。 

 なお、8月 13日現在の認定率につきましては 14.6％となっております。 

 以上で報告を終わります。 

○武田教育長 報告が終わりましたので、これより質疑を受けたいと思いま

す。 

   何かございますか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、報告第 15 号については報告のとおりといたし

ます。 

 

◎日程第 5「報告第 16 号生活保護基準の見直しに伴う就学援助認定の取扱いの

件」 

○武田教育長 次に、日程第 5「報告第 16 号生活保護基準の見直しに伴う就

学援助認定の取扱いの件」について御説明を願います。 

学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 5「報告第 16 号生活保護基準の見直しに伴う就

学援助認定の取扱いの件」について、御報告をさせていただきます。 

   記載のとおり、準要保護児童生徒認定基準につきましては、平成 30 年

10 月 1 日から行われます生活保護基準の見直しに当たっても、これまで

同様 25年 4月 1日現在の収入額及び需要額に基づきまして認定していく

ことといたしました。この内容につきましては、町部局を含めて決裁等

を見まして、7月中に決裁を終えておりますことから教育委員会のほうに

報告をさせていただきます。 

   内容につきまして、少し御説明をさせていただきますと、7ページにあ

りますとおり、これは道教育庁からの通知文書で、この中身につきまし

ては 8 ページの文部科学省初等中等教育局長名で「生活保護基準の見直

しに伴う就学援助制度に生じる影響について」という通知を受けまして、

道教委が 7 ページの各市町村、教育委員会、教育長宛ての通知文書でご

ざいます。 

ここに書いてあります、通知の 3行目の文部科学省では平成 25 年の生

活保護基準の見直しに伴い、要保護者に対する就学援助については、児

童生徒の教育を受ける機会が妨げられることがないよう、従来どおり要

保護者として就学援助を受けていた者等については引き続き国等による

保護の対象とすることとし、本年 10 月から行われる生活保護基準の見直

しに当たっても同様の取り扱いとしますという通知で、各市町村教育委

員会におかれましても準要保護者に対する就学援助について、これまで

もこうした国の取り組みの趣旨を御理解いただき、適切に御対応いただ



いているところであり、今般の生活保護基準の見直し後においても、引

き続き就学援助制度の趣旨を踏まえ、できる限り児童生徒に影響が及ぶ

ことがないように適切に御判断、御対応いただきますよという通知と

なっております。 

   これを受けまして、本町では平成25年の生活保護基準の見直しの際も、

平成 25 年 4 月 1 日現在で、就学援助の認定については、そのときの基準

を用いて引き下げにならないよう、その時点で不利益が生じないよう、

影響が及ばない形で判断をしておりまして、今回も同じように 10 月 1 日

から新たな生活保護基準とはなりますけれども、これまで同様平成 25 年

4 月 1 日の基準に基づいて認定をしていきたいということで、できる限り

生徒への影響が及ぶことのないよう対応してまいりたいということで内

部決裁を取りまして取り進めていくということで、本日報告をさせてい

ただきます。 

   今後 10 月 1 日認定以降については、生活保護基準が変わったとしても

先ほど言いました 25年 4月 1日現在の収入額及び需用額で判断をしてま

いりたいということで進めることとなっております。 

   以上で報告を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これよりただ今の件について何か

質疑等あればお願いします。 

○土屋委員 これは見直しによって不利益を得ないようにということなので

すけれども、実際にこの新しい制度によって、こうなっていくと不利益

というか、どのような形で影響を受けてくるのか具体的に示していただ

ければありがたいのですけれども。 

○松浦学校教育課長 生活保護基準が見直しになると、需用額そのものが下

がりますので、今の認定されている方々で、例えば 1.3 未満の方々が、

認定になっている方々も場合によっては不認定の取り扱いになります。 

   もしこれが生活保護基準に添った形で行えば不認定となる世帯が増加

すると。ぎりぎりで認定になっていた方々も、もしかすると外れて就学

援助の該当にはならなくなる、そういう状況がもしかすると何世帯が出

てくる可能性が十分考えらえられると思います。 

○土屋委員 そういった場合に、じゃあ救済という形でやってあげるのはす

ごくありがたい話しだなというふうには思います。 

   なかなかそういった通知が、以前にも何かあったような気がしますけ

れども、なかなかうまく添っていかないのかなという印象を受けるもの

で、そういった中で各地方の市町村あたりでそういったことに対して手

当というか、そういったものにしていかなければならないという部分も

出てきてしまうのかなということで、非常にちょっと感慨深いものであ



るかなというふうに思いますけれども、子供たちにとって影響のないよ

うにしていただければありがたいなと思います。 

   以上です。 

○西村教育長職務代理者 今の土屋委員の質問に同じなのですが、私のほう

からもこの件については同じような形で進めてほしいと、10 ページ、11

ページで閣僚懇談会資料ということと、それから後ろの 11 ページのほう

で 30 年 10 月以降における生活保護基準の見直し案という中で、具体的

に数字的にも載っているのですけれども、こういった影響がありますよ

ということの捉え方で、これの資料としては抑え方でよろしいのでしょ

うか。 

○松浦学校教育課長 今、代理からもありましたとおり、この見直しによっ

て現行基準から 5％以内にとどめるとなっておりますけれども、当然減額

されているということで影響が現実的には出てくる御家庭もあろうかと

は思います。 

○武田教育長 そのほかないですか。よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 そのほか、特にないということでありますので、報告第 16 号

については報告のとおりといたします。 

 

◎日程第 6「報告第 17 号北海道十勝スカイアーススポーツ株式会社と芽室町な

らびに芽室町教育委員会の包括的連携協定書締結の件」 

○武田教育長 次に、日程第 6「報告第 17 号北海道十勝スカイアーススポー

ツ株式会社と芽室町ならびに芽室町教育委員会の包括的連携協定書締結

の件」について、説明を願います。 

 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 「報告第 17 号北海道十勝スカイアーススポーツ株式会

社と芽室町ならびに芽室町教育委員会の包括的連携協定書締結の件」に

ついて、御説明いたします。 

   北海道十勝スカイアーススポーツ株式会社と芽室町ならびに芽室町教

育委員会の包括的連携協定書を 8月 23日に締結いたしましたので報告い

たします。 

   協定の内容については 12 ページと 13 ページであります。 

   この内容につきましては、第 1 条は目的、第 2 条で連携事項を記載し

ています。（1）から（4）はスカイアースによる取り組みで、（1）は町内

スポーツ活動に係る指導者の人材育成、発掘に向けた取り組み。（2）は

町民の健康増進を図るための取り組み。（3）は町内のスポーツ少年団、

部活動などへの指導助言。（4）はスポーツ競技団体の指導者に対する指



導助言、研修機会の提供であります。（5）は芽室町ならびに芽室町教育

委員会によるスカイアースの PR。（6）はスカイアースが実施する地域貢

献活動などへの支援。（7）はその他三者で合意した分野における活動と

してございます。 

   第 3 条は実施条件を、第 4 条は施設の利用を、第 5 条は経費の負担を

それぞれ定めております。第 6 条では、協定の期間を定めております。

この協定の有効期間は、協定書締結の日から、当初は平成 31 年 3 月 31

日までとして締結をしてございます。ただし、有効期間の満了の日から 1

か月前までに三者のいずれかから申し出がなかった場合には、さらに 1

年間更新する。その後においても同様の取り扱いとするという内容でご

ざいます。 

   第 7 条に附則を記載し、この内容で平成 30 年 8 月 23 日に三者におい

て協定を締結いたしました。この締結により、今後 10 月 1 日からスカイ

アーススポーツ株式会社の人材を登用することで予定をしてございます。

1名を採用し、教育委員会に机を置いていただくということを予定してご

ざいます。この人材の登用に係る予算・費用などについては後ほど補正

予算案の中で御説明させていただきたいと思います。 

   以上であります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、この件につきまして何か質疑等あ

ればお受けしたいと思います。 

○土屋委員 ちょっとお聞きしたいのですけれども、そのスカイアースの職

員を抱えるということなのですけれども、実質的にはそのスポーツのス

カイアースの活動に対して支障がないような形でという形になるのか。

それともある程度拘束されて、いろいろな少年団活動だとか地域のスポ

ーツの指導者の指導だとか、いろいろなことに対して当然、ある程度は

やっていただけるのかなと思いますけれども、その辺の感じはどのよう

な感じでおられるのかなということをお聞きしたいのですが。 

○日下社会教育課長 採用する人材については、勤務日については職員と同

様の平日で、土日は休日ということで考えてございまして、このスカイ

アーススポーツクラブですね。サッカーの試合なども土日に行われると

いうことでありますので、平日であればクラブの活動に影響はないとお

聞きしてございます。 

   また、平日の勤務時間についても、この後少年団ですとか部活動の先

生方とも意見交換をさせていただきたいと思っておりまして、職員と同

様の 5 時半までということに限らず、これについては時間は遅く始まっ

て遅く終わるということでも構わないので、ここら辺は後ほど調整をし

たいなと考えております。 



○土屋委員 せっかくスカイアースの方がみえられるので、地域のサッカー

というか、少年団のレベルが向上できる。あるいは、スポーツの指導者

のレベルが上がる、そういったものに対して有効に活用できればなと考

えますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○日下社会教育課長 まさにその部分が私たちも期待するところでございま

して、スカイアースといってももちろんサッカーが主でありますけれど

も、サッカーだけに限らずさまざまなスポーツにおいて指導者の育成と

いうスキルを持っているということもございますので、サッカー以外の

スポーツにおいてもそういった指導者の育成、発掘も含めて一緒に取り

組んでいきたいなと考えてございます。 

○山口委員 この 1 名の人材というのは教育委員会に所属することになるの

ですか。 

○日下社会教育課長 現在、後ほど補正予算のところでも説明させていただ

きますが、制度としては地域おこし協力隊という制度を活用させていた

だいて人材を登用しようと考えてございます。協力隊に応募いただいて、

採用が決まりますと芽室町の職員ということでありますけれども、配属

先を社会教育課内ということで籍を置いていただこうと考えてございま

す。 

○田口委員 土屋委員と同じ意見なのですけれども、これを通してスカイア

ース側も芽室町の子供たちにも指導、そしてどんどんスポーツを好きに

なっていただく子供が多くなって、ゆくゆくはオリンピック選手を目指

すような形で私たち教育委員会としてバックアップできればいいかなと

考えていますので、ぜひとも有効に活用していただきたいなと思ってい

ますのでよろしくお願いします。 

   以上です。 

○西村教育長職務代理者 大変結構な取り組みが新聞報道されていましたの

で、いいことだなと思うのですけれども、最終的には子供の育成という

ことはすごく重要なのですけれども、やはりそれを見守る親たち、それ

からここで言えば教職員も含めて、その理解を深めるということでやは

り、そういう段階も踏んでいかなければならないのかなと思うのですけ

れども、課長のほうからも説明がありましたけれども、やっぱり子供だ

けではなくて、その周りの人たちをうまく指導していくというか、その

見守る親たちの姿勢をしっかりと実現してもらうような、そのような方

向に進んでもらうと、我々の本来目的としているところに向かうのかな

という気がしますので、ぜひその辺をお願いしたいなと思います。 

○日下社会教育課長 そのとおりだと思います。包括的連携協定ということ

で、先ほども協定内容を示しておりますけれども、具体的な内容につい



てはこれからスカイアース側と町と教育委員会で詳細を詰めていくこと

になりますし、スカイアースの持っている、その採用する人だけではな

くて、会社のネットワークというのもございますので、そういった部分

を活用させていただきながら、御指摘いただいた子供の、児童生徒への

指導、プラス保護者、そして芽室町の過去からかなり大きな課題として

継続しておりますけれども指導者の人材育成、この部分についても取り

組みを強化していきたい。町長の公約でも、一流を見て聞いて学ぶとい

うような公約がございます。これを加速させるためにも、この取り組み

が事業の一つとして開始できればいいなと考えてございます。 

○武田教育長 特によろしいですか。ほかにございませんか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特に、ほかになければ、報告第 17 号については報告のとおり

といたします。 

 

◎日程第 7「議案第 16 号平成 31 年度使用小学校用教科用図書採択の件」 

○武田教育長 次に、日程第 7「議案第 16 号平成 31 年度使用小学校用教科用

図書採択の件」について、説明を願います。 

学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 7「議案第 16 号平成 31 年度使用小学校用教科用

図書採択の件」について、御説明をさせていただきます。 

   義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第13条及び第14

条の規定に基づき、平成 31 年度使用の小学校用教科用図書を採択しよう

とするものでございます。 

   先に関連する条文等について、法律等について御説明をさせていただ

きます。19 ページをお開き願いたいと思います。 

   19 ページは、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律の

抜粋でございまして、第 13 条が教科用図書の採択となっておりまして、

第 4 項に「採択地区が 2 以上の市町村の区域を合わせた地域であるとき

は、当該採択地区内の市町村の教育委員会は協議により規約を定め、当

該採択地区内の市町村立の小学校・中学校及び義務教育学校において使

用する教科用図書の採択について協議を行うための協議会を設けなけれ

ばならない」となっております。 

   十勝は市を除く町村がこの協議会を定めておりまして、先ほど教育長

からお聞きになりましたとおり第12地区ということで協議会を設けてお

ります。 

   第 5 項にありますとおり、「前項の場合、当該採択地区内の市町村の教

育委員会は、採択地区協議会における協議の結果に基づき、種目ごとに



同一の教科用図書を採択しなければならない」と法律上定めております。  

   それで、20 ページに施行令がございますけれども、この採択の時期に

つきましては第 14 条にありますとおり「教科用図書の採択は当該教科用

図書を使用する年度の前年度の 8月 31 日までに行わなければならない」

と定められております。また、本町の学校管理規則 21 ページに抜粋して

おりますけれども、教科書の採択について第 42 条に「学校において使用

する教科書は、第 12 地区教科書採択教育委員会協議会の決定に基づき、

教育委員会が採択する」という定めになっております。 

   これら法の定め、規則等定めは、ページ数戻っていただきまして 14 ペ

ージにありますとおり、平成 31 年度に使用する小学校用教科用図書の採

択についてということで、平成 30 年 8 月 3 日に第 12 地区教科書採択教

育委員会協議会で決定した教科用図書、並びに特別の教科道徳につきま

しては平成 29 年 8 月 4 日に第 12 地区教科書採択教育委員会協議会で決

定した教科用図書を採択しようとするものでございます。 

   それぞれ種目、それから発行者名ということで小学校で使用する教科

用図書の一覧表がご覧のとおりとなっております。 

   また、15 ページから 17 ページにかけましては、協議会で採択したとき

の教科用図書の採択結果、その種目と発行者、その理由をそれぞれ記載

したものを参考資料として添付をしております。 

   以上をもって説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたけれども、これより質疑等あればお受け

したいと思います。 

よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければお諮りしたいと思います。 

議案第 16 号については、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んでしょうか。 

（「異議ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 16 号については原案のとおり決定いた

します。 

 

◎日程第 8「議案第 17 号平成 31 年度使用中学校用教科用図書採択の件」 

○武田教育長 続きまして、日程第 8「議案第 17 号平成 31 年度使用中学校用

教科用図書採択の件」について説明を願います。 

学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 8「議案第 17 号平成 31 年度使用中学校用教科用

図書採択の件」について、御説明をさせていただきます。 



   小学校用教科用図書と同様に、義務教育諸学校の教科用図書の無償措

置に関する法律第 13 条及び第 14 条の規定に基づき、平成 31 年度使用の

中学校用教科用図書を採択しようとするものでございます。 

   31 年度に使用する中学校用教科用図書の採択についてということで、

22 ページに記載のとおり、平成 27 年 8 月 4 日に第 12 地区教科書採択教

育委員会協議会で決定した教科用図書、並びに特別な教科道徳につきま

しては、平成 30 年 8 月 3 日に第 12 地区教科書採択教育委員会協議会で

決定した教科用図書を採択しようとするものでございます。 

   中学校のそれぞれ教科種目と発行者名については22ページに記載のと

おりでございます。また、23 ページから 25 ページにかけまして、教科用

図書として採択をしたときの種目、発行者、採択理由の参考資料を添付

しておりますので御参照いただければと思います。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 以上で説明が終わりましたので、これより何か質疑があれば

お受けしたいと思います。 

（「ありません」と発する声あり） 

 ○土屋委員 改めてどうのこうのということではないのですけれども、小学

校の教科書及び中学校の教科書においても、子供たちのこれからの将来

にかかわる必要な分野においての学習内容が内容的に入っているのかな

と思いますので、この教科書内容でよいのかなと、教科書の採択でいけ

るのかなと考えます。 

○西村教育長職務代理者 今、土屋委員が言ったとおり内容としてはよいと

思うのですよね。特に道徳の教科書については、小学校と同じ東京書籍

が利用するということで、いずれも関連性があって、これは 1 年間使用

するのは今年の 8 月に決まったということなので、そういう関連性も含

めて考えられているということで、その辺いいかなということでよろし

いと思います。 

○武田教育長 よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、特にほかにないということでありますのでお諮り

したいと思います。 

   議案第 17 号について、原案のとおり決定することに御異議ありません

でしょうか。 

（「異議ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 17 号については原案のとおり可決を

いたしました。 

 



◎日程第 9「議案第 18 号平成 31 年度使用教科用図書のうち学校教育法附則第 9

条に規定する教科用図書採択の件」 

○武田教育長 次に、日程第 9「議案第 18 号平成 31 年度使用教科用図書のう

ち学校教育法附則第 9 条に規定する教科用図書採択の件」について説明

を願います。 

学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 9「議案第 18 号平成 31 年度使用教科用図書のう

ち学校教育法附則第 9 条に規定する教科用図書採択の件」について、御

説明をさせていただきます。 

   義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第13条及び第14

条の規定に基づき、平成 31 年度使用の小学校及び中学校用教科用図書の

うち学校教育法附則第 9 条に規定する教科用図書を採択しようとするも

のでございます。 

   27 ページをお開き願いたいと思います。 

   学校教育法の抜粋を掲載させていただいておりますけれども、附則と

して第 9 条というのがございます。この第 9 条の後半部分にありますと

おり、特別支援学級においては当分の間、第 34 条第 1項の規定にかかわ

らず、文部科学大臣の定めるところにより第 34 条第 1項の規定する教科

用図書以外の教科用図書を使用することができるという定めになってお

ります。これは何を言っているかというと、特別支援学級に在籍する児

童生徒には、その障害ですとか、例えば障害種が情緒であったり知的で

あったり言語であったりさまざまな障害種があるわけですけれども、そ

れに合った教科書以外の俗に言う図書ですね。例えば特別支援学校など

で使っている資料、そういったものを使うことができますという定めに

なっておりまして、26 ページにありますとおり学校教育法附則第 9 条に

規定する教科用図書については、平成 31 年度使用小学校、それから中学

校を除く特別支援学校及び小中学校特別支援学級教科用図書一般図書報

告書というものがございまして、この平成 30 年 7 月 26 日に第 12 地区教

科書採択教育委員会において、これら全ての図書を採択するという形で、

その中からその障害等に合ったものを順次使用しながら、特別支援学級

児童生徒に対しましてはそれらの図書を活用しながら指導に当たってい

くという状況で、教育委員会協議会のほうで採択をしておりますので、

それに倣って附則第 9 条の部分についても同様に全ての図書を採択する

という提案をさせていただいております。 

   どうぞよろしくお願いいたします。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、この件につきまして何か質疑等ご

ざいますでしょうか。 



（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特にないということでありますので、お諮りしたいと思いま

す。 

議案第 18 号については、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んでしょうか。 

（「異議ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 18 号については原案のとおり議決を

いたしました。 

 

◎日程第 10「議案第 19 号平成 30 年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果

報告書」への市町村別結果掲載の件（非公開）」 

○武田教育長 次に、日程第 10「議案第 19 号平成 30 年度全国学力・学習状

況調査「北海道版結果報告書」への市町村別結果掲載の件」については、

その他公開することにより教育行政のまたは円滑な運営に著しい支障が

生じる恐れのある事項に当たりますので非公開としたいと思いますがよ

ろしいでしょうか。 

（「よろしいです」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、非公開といたします。 

以下、非公開 

 

◎日程第 11「議案第 20 号平成 30 年度芽室町一般会計教育費補正予算の議案に

対する意見申し出の件（非公開）」 

○武田教育長 続きまして、日程第 11「議案第 20 号平成 30 年度芽室町一般

会計教育費補正予算の議案に対する意見申し出の件」については、教育

事業に対する議会の議案について、町長より意見の申し出に関する事項

に当たりますので非公開としたいと思いますけれどもよろしいでしょう

か。 

（「よろしいです」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは非公開といたします。 

以下、非公開 

 

   本日予定された議案につきましては終了いたしましたけれども、委員

の皆さんから何かございますでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 なければ、事務局から今後の日程について説明願います。 

○中田総務係長 今後の日程についてお手元に配付させていただいておりま

す資料を説明させていただきます。 



9 月教育委員会会議ですが、臨時会議として 9月 12 日水曜日、16 時か

ら公民館 1階応接室を予定しております。定例会議につきましては、9月

27 日木曜日 16 時から公民館 2階研修室を予定しております。 

   その他ですけれども、9 月 3 日月曜日芽室町総合教育会議を 14 時から

会場未定でございますけれども開催させていただきたいと思っておりま

す。9 月 4 日火曜日、芽室町教育研究大会 13 時、芽室西小学校、9 月 30

日日曜日、中学校文化祭が芽室町中学校及び芽室西中学校で開催の予定

となっております。 

   以上です。 

○武田教育長 この日程についてスケジュール調整よろしくお願いしたいと

思います。 

それでは、以上をもちまして、本日の全ての日程が終了しましたので、

第 7回教育委員会会議を閉じたいと思います。 

 

会議録署名  教育長       武 田 孝 憲 

 

会議録署名  委員        田 口 聡 明 


